
                    （創刊 平成 3年 10月 28日）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 中 央 東 地 区 社 協 だ よ り ― 

（１） 平成２３年７月２５日 

発 行 中央東地区 

社会福祉協議会 

事務局 鎌ケ谷市東初富 

１‐１０‐１ 

（東初富公民館内） 

電話・FAX ４４２－５１４４ 

編 集 広 報 啓 発 委 員 会 

第 ５６ 号 

中 央 東 地 区 社 協 の 活 動 範 囲 は 

鎌ケ谷東第１区連合自治会・東武鎌ケ谷自治会・南初富連合自治会です。 

（４） 第 56号 

◆
寄
せ
ら
れ
た
善
意 

 
 
 

 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

・笹
川 

種
夫 

様
よ
り 

 
 
 
 

８
０
０
０
０
円 

･

ひ
ょ
う
た
ん
ク
ラ
ブ 

様
よ
り 

  

３
０
０
０
円 

・匿
名
様
よ
り 

 
 
 

  

切
手
等 

２
３
３
０
円 

◆
シ
ー
ツ
交
換
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集 

 
 

場
所 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
翔
裕
園 

 
 

毎
月 

第
４
水
曜
日 

（８
月
・
１２
月
除
く
） 

 
 

午
前
１０
時
～
12
時
頃 

 
 

持
ち
物 

 

室
内
履
き
・エ
プ
ロ
ン 

（中
央
東
地
区
社
協
） 

☎
四
四
二
‐五
一
四
四 

【編
集
後
記
】 

 

「
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
は
地
域
福
祉
の
標
語

で
す
が
、
震
災
騒
ぎ
の
今
ほ
ど
皆
が
「
そ
う
だ
」
と
声

を
そ
ろ
え
る
時
期
は
、
な
か
な
か
な
い
で
し
ょ
う
。
マ

ス
コ
ミ
だ
け
で
な
く
、
顔
を
合
わ
せ
る
人
か
ら
「
支
え

あ
い
」
の
話
題
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

     

新
年
度
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

 
中 

野  

洪 
  

５
月
15
日
に
中
央
東
地
区
社
協
の
本
年
度
第
１
回
運
営
委
員

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昔
の
資
料
を
ひ
も
解
き
ま
す
と
、
中
央
東
地

区
社
協
の
発
会
式
が
平
成
３
年
４
月
25
日
に
挙
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
年
は
20
周
年
に
な
り
ま
す
。
設
立
の
動
き
は
こ
の
前
の

年
か
ら
自
治
会
連
合
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
福
祉
委
員
会
を
中

心
に
関
連
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
別
に
地
区
社
協
を
発
会
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、
平
成
７
年
か
ら

会
長
を
歴
任
さ
れ
た
笹
川
種
夫
さ
ん
の
後
を
引
き
受
け
、
本
年
も

継
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。 

 

地
区
社
協
の
運
営
委
員
は
自
治
会
、
民
生
委
員
・児
童
委
員
、
そ

の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
人
た
ち
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
昔
も
現
在
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
社
協

は
、
地
域
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
が
相
互
に
協
力
し
あ
っ
て
、
安
心
・
安

全
の
住
み
よ
い
生
活
が
で
き
る
街
づ
く
り
の
足
場
を
目
指
し
て
設
置

さ
れ
た
組
織
で
す
。
現
在
、
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
40
人
ほ
ど
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
の
目
標
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
具
体
的
な
福
祉

ニ
ー
ズ
は
時
代
の
流
れ
と
共
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
時
宜
に
合
わ
せ
た
活
動
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

地
区
の
防
災
意
識
と
防
災
力
を
高
め
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
井 

務 

 

３
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
46
分
、
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、
国
内
史
上
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
、
震
度
７
強
、
全
国

の
皆
さ
ん
が
大
変
驚
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

千
葉
県
で
も
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
火
災
、
浦
安
・
我
孫
子

の
液
状
化
、
旭
市
の
津
波
等
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

鎌
ケ
谷
市
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
屋
根
瓦
の
崩
れ
等
他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
・
「
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
な
ど
自
助
・
共
助
の
心
で
自
分
た
ち
の
街
を
守
り
、

隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
挨
拶
運
動
、
お
年
寄
り
の

見
守
り
等
深
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
、
日
頃
の
備
え
と
し
て
、
非
常
持
ち
出
し
物
の
準
備
、
家
具

の
固
定
、
出
口
の
確
認
、
ま
た
避
難
場
所
、
家
族
と
の
連
絡
場

所
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

中
央
東
地
区
社
協
で
は
５
月
18
日
（
水
）
市
消
防
署
の
指

導
の
も
と
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
火
器
の
取
扱
、

応
急
手
当
「
三
角
巾
の
利
用
法
」
、
「
鎌
ケ
谷
市
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

中
央
東
地
区
社
協
と
し
て
も
防
災
倉
庫
を
東
初
富
公
民
館

の
裏
に
設
置
、
防
災
用
備
品
も
多
数
準
備
出
来
て
い
ま
す
。

今
後
訓
練
等
で
使
い
方
、
点
検
、
管
理
な
ど
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
と
し
て
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
自
治
会
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
皆

さ
ん
進
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。  

 
 

（
自
連
協
安
全
委
員
） 

中
村 

友
理
子 

（担
当
地
区
）  

初
富 

一
部
地
域 

南
初
富
一
～
三
丁
目 

東
初
富
一
～
二
丁
目 

林 
 

恵
利
（担
当
地
区
）  

東
初
富
三
～
六
丁
目 

東
鎌
ヶ
谷 

全
域 

 新
任
保
健
師
の
紹
介 

連
絡
先 

市
役
所 

健
康
増
進
課 

電
話 

四
四
五-

一
一
四
一 

（内
線 

七
三
五
） 

 

梨
狩
り
の
お
知
ら
せ 

 

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
ふ
れ
あ
い
祭
り 

 

・日
時 

９
月
３
日
（土
）
１０
時
～ 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
自
治
会
の
回
覧
を
ご
覧
下
さ
い 

防災備品の点検と担架の訓練をかねて 



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 第 56号 

クリスマスのツリーづくり 

クリスマスのリースづくり 

第 56号 （２） 

育てたジャガイモの収穫 
中 央 東 地 区 社 協 の 新 組 織 

 ５月１５日第１回地区社協運営委員会で、２年ごとに改選された役員並びに各委員会委員が決定しました。 

中央東地区社協役員 

会 長 中野   洪 

副会長 田中 時雄 

 同   古川 大八郎 

書 記 長池 京子 

 同   田中 茅枝 

会 計 大川原 吉光 

 同   鮎川 昌澄 

監 事 河井   務 

 同   近松 光夫 

 

広報･啓発委員会 

◎近松 光夫  新井田 伝  長池 京子  吉野 繁子 

 古川 大八郎  高柳 武平  中野 洪  酒瀬川 清高 

ふれあい交流委員会 

◎田中 時雄  石井 修  河井 務  笹川 種夫  佐藤 和幸  

 澤田 喜美子  高橋 清六  塙 正浩  藤井 好雄  

 大川原 吉光  岡 勝夫  高梨 勝二  鮎川 昌澄  斉藤明美 

在宅福祉委員会 

◎長池 京子  石井 君子  北林 とし子  高橋 範子 

 石井 由貴子  薬袋 政代  金山 純久  酒瀬川 清高  

 白尾 三樹  田中 茅枝  藤吉 峰夫 

ボランティア育成委員会 

◎高橋 範子  安斎 節子  河井 務  吉野 繁子  石井 由貴子 

 木村 好江  高柳 武平  原沢 五久遠  近松 光夫  中野 勲 

平成２３年度中央東地区社協の活動計画 

 高齢化率の高い地域の当地区社協では、各委員会活動の重視と 「地域の支えあい」 を推進する新しい取り組み

を検討し、自治会、ボランティア団体、福祉施設及び学校との連携を密にして地域福祉の充実に努めます。 

ふれあい交流委員会 

◇ふれあい祭り（梨狩り） ９月３日（土） 

高齢者・障がい者を対象 

◇ふれあい祭り（クリスマス会） 12月４日（日） 

高齢者・障がい者・子どもを対象 

◇交流研修会 ９月２１日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティ育成委員会 

◇シーツ交換支援活動 

翔裕園  毎月第４水曜日 

◇青少年福祉活動 ７月９日（土）・12月１７日（土） 

生徒からひとり暮らしのお年寄り、難病の方へ 

送るハガキ作り（暑中見舞・年賀状） 

◇小学生とお年寄りの交流会（五本松小・初富小） 

◇地区ふれあい員の交流会 検討 

 

在宅福祉委員会 

◇援護グループ勉強会 「災害時の対応訓練」 ５月１８日 

◇介護予防教室 「ウォーキング」東鎌ヶ谷方面６月１５日 

 「家庭介護の方法」 10月２０日（木） 

 「健康体操」  11月２５日（金） 

 「病院講演会」  ２月 

◇サロン活動 検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報・啓発委員会 

◇広報紙「おもいやり」５６号発行：７月２５日 ５７号：１月 

◇地区社協ホームページの作成 検討 

◇展示パネル（地区社協紹介）作成 

あじさいグループ（ミニリハビリ教室） 

◇清掃活動 ・ 風船バレー ・ じゃがいも収穫祭 等 

   東初富公民館  毎月第４火曜日 

福祉教育推進 

◇初富小・五中・鎌高とのネットワークで 

福祉教育の推進を指定団体として支援 

◇福祉教育推進員の養成研修に参加 

 
 
 

 

福
祉
教
育
推
進
団
体
と
し
て
指
名
を
受
け 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
区
社
協
が
小
・中
・高
校
と
連
携 

 

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
昭
和
40
年
代
か
ら
福
祉
教
育
を
社
協

活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
、
昭
和
52
年
か

ら
は
学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
が
開
始
さ
れ
、
小
・

中
・
高
校
に
対
す
る
協
力
校
を
指
定
し
て
福
祉
教
育
を
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
13
年
学
校
教
育
法
な
ど
の
改
正
が
あ
り
、
地
域
の
教
育
力

の
活
用
や
地
域
資
源
と
の
連
携
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
へ
の
福
祉
に
対

す
る
学
び
と
実
践
の
充
実
を
め
ざ
す
動
き
に
代
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
千
葉

県
で
は
県
社
協
が
平
成
19
年
か
ら
指
定
推
進
校
の
連
携
を
図
り
、
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
福
祉
教
育
の
実
践
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る

た
め
に
、
中
学
校
区
の
小
・
中
学
校
を
、
併
せ
て
近
隣
の
高
等
学
校
も
指

定
。
さ
ら
に
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
と
福
祉
教
育
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
、
指
定
中
学
校
区
の
地
区
社
協
を
福
祉
教
育
推
進
団
体
と
し

て
「福
祉
教
育
パ
ッ
ケ
ー
ジ
指
定
方
式
」を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

 

鎌
ヶ
谷
市
で
は
昨
年
、
第
五
中
学
校
が
指
定
さ
れ
、
初
富
小
学
校
と
県

立
鎌
ケ
谷
高
校
と
と
も
に
中
央
東
地
区
社
協
が
３
年
計
画
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ

指
定
さ
れ
、
福
祉
教
育
推
進
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
指
定
１
年
目
で
、
２
年
目
以
降
に
取
り
組
む
共
有
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
検
討
・
作
成
の
期
間
で
し
た
。
そ
の
間
、
（
福
祉
教
育
）
を
支
援
で
き
る

福
祉
教
育
推
進
員
養
成
研
修
に
も
地
区
社
協
各
委
員
会
委
員
長
を
中

心
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
年
も
新
任
の
委
員
長
を
中
心
に
福
祉
教
育
推

進
員
養
成
研
修
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
学
校
と
の
具
体
的
共

有
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
最
終
段
階
で
す
。
今
後
の
地
区
社
協
の
行
事
は
今

ま
で
以
上
に
児
童
・
生
徒
の
参
加
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（近
松 

光
夫
） 

運営委員会 

事務局 

      岡林 綾乃 

      角田 淳子 

 

◎は委員長 

災害時の対応訓練 


